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　握手は信頼。心と心が解けあって．固い絆で

結ばれた友情の印。

　握手は愛。故郷を想い、平和を願う希望の証。

　2，000年の歴史のうえに、きょう架けられた友

好の「橋」。みんなで築いた禾遠の「かけ橋」。

　握手は未来。　「伽好」「こんにちは」一一出

会いから2年7か月。いま2／世紀へ新しい出禿。
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き
ず
な絆
は
ま
す
ま
す
固
く

　
市
は
二
月
一
一
十
五
日
、
二
年
七
か
月
に
わ
た
っ
て
交
流
を
続
け

　
　
　
　
　
　
い
ほ
コ
つ

て
き
た
中
国
・
高
坊
市
と
正
式
に
友
好
都
市
の
縁
結
び
を
し
ま
し

た
。
中
国
の
都
市
と
の
縁
組
み
は
全
国
で
八
十
六
番
目
に
当
た
り

ま
す
が
、
県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

　
両
市
を
直
線
で
結
ぶ
と
わ
す
か
千
二
百
キ
。
。
日
向
－
青
森
間
よ

り
短
い
距
離
で
す
。
文
字
通
り
一
衣
帯
水
の
間
柄
に
あ
る
両
市
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゴ
リ
ヨ

こ
れ
ま
で
以
上
に
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
相
互
交
流
を
続
け
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
友
好
都
市
締
結
（
調
印
式
）
の
よ
う
す
や
、
こ
れ
ま

で
の
友
好
の
歩
み
、
そ
し
て
灘
坊
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
み
な
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

経
済
、
交
化
に
高
ま
る
期
待

　
調
印
式
の
た
め
来
市
し
た
灘
坊
市

代
表
団
の
一
行
は
、
郡
桂
芳
市
長
を

団
長
と
す
る
五
人
で
、
二
十
三
日
に

日
向
入
り
し
て
翌
二
十
四
日
に
市
内

視
察
や
経
済
界
と
の
懇
談
会
を
終
え

た
あ
と
、
二
十
五
日
の
調
印
式
に
臨

み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ロ
　
コ
ロ
ん
　
　
ノ
　
ち

　
式
は
、
中
国
大
使
館
か
ら
徐
敦
信

公
使
ご
夫
妻
、
県
か
ら
井
上
薫
出
納

長
、
植
野
守
議
会
議
長
を
招
き
、
午

　
自
賠

ノ

》

議定書に署名する宮本（右）・郡（左）両
！市長（会場・中央公民館）

後
二
時
か
ら
市

の
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
市
内
か

ら
も
市
民
各
界

各
層
の
代
表
お

よ
そ
三
百
五
十

人
が
出
席
、
式

を
見
守
り
ま
し

た
．
、　
式
典
は
、
ま

ず
両
国
の
国
歌

会場には約350人が出席。式を見守りました

が
演
奏
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
友
好

都
市
に
関
す
る
議
定
書
が
両
国
語
で

読
み
上
げ
ら
れ
、
両
市
長
が
署
名
、

握
手
で
交
換
す
る
と
会
場
か
ら
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
友
好
旗
と
記
念
品
を
取
り
交
わ
し

た
あ
と
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
宮
本

市
長
は
「
友
好
都
市
と
し
て
結
ば
れ
、

友
情
を
誓
い
合
っ
た
こ
と
は
両
市
の

歴
史
の
う
え
に
深
く
銘
記
さ
れ
る
べ

き
こ
と
で
す
．
、
こ
ん
こ
の
交
流
で
友

情
と
信
頼
が
さ
ら
に
は
ぐ
く
ま
れ
、

日
中
両
国
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と

信
じ
ま
す
」
と
述
べ
る
と
、
郡
市
長

も
「
友
好
都
市
の
締
結
は
、
両
市
の

『
黄
金
の
か
け
橋
』
で
す
．
、
友
好
関

係
は
経
済
、
化
学
技
術
、
文
化
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
さ
ら
に
深
め
ら
れ
、

永
遠
に
続
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
、

●
　
○
　
●
　
●
　
○
　
●

両
市
民
が
と
も
に
手
を
携
え
て
中
日

友
好
の
た
め
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
．
、

　
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
や
友
情

の
樹
の
記
念
植
樹
（
し
だ
れ
梅
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
夕
方
か
ら
は
会

場
を
移
し
て
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
再
会
を
誓

い
八
口
い
ま
し
た
．
。

　
調
印
ま
で
の
歩
み

　
●
昭
和
5
7
年
1
1
月

　
市
長
・
議
長
名
で
、
中
日
友
好
協

会
会
長
あ
て
に
友
好
交
流
に
つ
い
て

の
書
簡
を
送
り
ま
し
た
、

　
○
昭
和
5
8
年
7
月

　
宮
本
市
長
を
団
長
に
日
向
市
代
表

団
五
人
が
初
め
て
灘
坊
市
を
訪
問
、

紡
績
、
象
眼
工
場
や
農
場
、
社
会

福
祉
施
設
、
病
院
、
小
学
校
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
、

　
○
昭
和
5
9
年
2
月

　
あ
　
ド
　
へ
　
　
　
　
コ
コ
　

　
王
鶴
田
団
長
ほ
か
四
人
の
灘
坊
市

代
表
団
が
初
め
て
日
向
市
へ
。
市
内

外
の
九
企
業
、
屯
目
果
、
色
…
卸
市
場
、

リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー
な
ど
四
十
一

か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
●
同
年
8
月

　
市
原
正
広
団
長
ほ
か
十
一
人
の
日

向
市
文
化
界
（
書
道
主
体
）
が
瀬
臨

き
㍗
一
森

　
　
　
　
一

白
．
副

7
勝
樹
（
・
だ
れ
梅
）
鴇
誘
手
で

市
で
合
同
書
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
○
同
年
9
月

　
f
樹
芳
団
長
ほ
か
四
人
の
経
済
視

察
団
が
来
市
。
市
内
五
企
業
を
視
察

し
た
あ
と
経
済
界
と
の
懇
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
○
同
年
1
0
月

　
黒
木
数
義
団
長
ほ
か
九
人
の
経
済

界
代
表
団
が
下
受
市
を
訪
問
。
紡
績

や
発
動
機
工
場
、
教
育
・
体
育
施
設
、

な
ど
を
視
察
し
て
経
済
交
流
に
つ
い

て
懇
談
し
ま
し
た
。

　
○
同
年
1
1
月

　
維
坊
閉
経
済
視
察
団
の
焚
安
竜
団

長
ほ
か
六
人
が
来
市
．
、
市
内
九
企
業
、

小
学
校
、
県
営
住
宅
な
ど
の
視
察
や

経
済
界
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
、

　
●
昭
和
6
0
年
3
月

　
坂
本
淳
団
長
ほ
か
九
人
の
日
向
市

書
道
協
会
代
表
団
が
離
坊
市
を
訪

問
し
て
合
同
書
道
展
を
開
き
ま
し

た
（
双
方
が
五
十
点
を
出
品
）

　今後、両市は、LF和友好、平等互恵、相互信頼、長期安

定の原則を基に、経済、科学技術、迄化、教育、体育、観

光などの各分野にわたる広範な交流と相声i：協力に努め、もっ

て両市の繁栄と発展を推進するものとする．

　さらには、こ∬交流によって、日中両国民のf一ゴ・孫孫にわ

たる友好と世界平和のために無極的に努力するものである

　本議定差｝は、日中両国の太字で作b文し、双与とも同等の

効力を持ち、署名したEIから効力を生する

　　　　　　　1986年2｝125日　Ll「11J市に才∫いて
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○
同
年
6
月

　
輝
輝
市
書
法
協
会
代
表
団
・
李
福

ヤ
ゼ
　
つ

崇
団
長
ほ
か
2
人
が
来
平
し
て
、
合

同
書
道
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
（
作
品

は
双
方
五
十
点
）

　
○
同
年
9
月

　
三
股
富
士
雄
団
長
ほ
か
八
人
の
医

師
会
代
表
団
が
早
智
市
を
訪
問
。
病

院
視
察
や
医
学
関
係
者
と
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

　
○
同
年
1
0
月

　
松
木
一
郎
団
長
ほ

か
八
人
の
市
議
会
代

表
団
が
灘
坊
市
へ
．
、

紡
績
、
発
動
機
工
場
な
ど
を
視
察
し
、

灘
坊
市
幹
部
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
○
同
年
1
1
月

　
友
好
都
市
締
結
の
諸
事
項
を
協
議

す
る
た
め
、
職
員
を
灘
坊
市
へ
派
遣

し
ま
し
た
。

　
○
同
年
1
2
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
ド
　
ロ
こ
ノ

　
灘
坊
市
常
務
委
員
会
・
干
成
夙
団

長
ほ
か
4
人
が
来
市
。
市
内
の
企
業
、

社
会
教
育
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
を

視
察
し
て
市
議
会
と
懇
談
し
ま
し
た
。

季
夢
　
　
　
　
　
　
や
竃

日本国日向市と中華人民共和国離坊市

との友好都市締結に関する議定書

　日本国日向市と中華．人民共和国誰坊市は、日中国交共同

声明と日中LF和友好条約の原則と精伸に基づき、両市使び

両市民の友好協力と親善をより一一層深めるため、ここに友

：好都市として締結するものである

ツ鯨

中華人民共和国雑坊市長

郡　桂　芳
日本国日向市長

宮本増雄

‘r

、大阪
0

薪
囎　藻≡L
　　　　　　　〆山東半島＝≦

漏南霧ぎ㌔ま
妬＼さ＼一二

二〇＝∂
　　0

母
　
　
饗
　
誘

温
暖
な
気
候
と
恵
ま
れ
た
自
然

　
渤
海
湾
の
南
側
に
突
き
出
た
山
東

半
島
－
。
そ
の
ほ
ぼ
中
部
に
灘
坊
市

が
あ
り
ま
す
。
気
候
は
温
和
で
四
季

の
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
緑
の
木
々
が

茂
る
美
し
い
ま
ち
で
す
。

　
総
面
積
は
日
向
市
の
百
四
十
五
倍

に
当
た
る
一
万
七
千
平
方
、
。
．
、
人
口
は

百
三
十
倍
の
七
百
八
十
万
入
（
中
心

街
の
面
積
は
百
七
十
二
平
方
，
。
で
人

口
は
三
十
六
万
人
）
で
三
区
と
九
界

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　
北
部
は
、
ほ
と
ん
ど
が
平
原
で
す

が
、
南
部
は
山
地
ま
た
は
丘
陵
地
帯

で
、
五
蓮
山
、
大
沢
山
な
ど
の
山
脈

が
続
き
ま
す
。
河
川
は
大
小
百
以
上

あ
り
、
す
べ
て
南
部
の
山
々
か
ら
渤

海
湾
に
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。

舞

　
離
坊
市
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
生
か
し
た
手
工
業
が
昔
か

ら
盛
ん
で
、
刺
し
ゅ
う
、
木
版
画
、

銅
器
、
布
製
玩
具
、
銀
の
象
眼
漆
器

な
ど
は
市
の
伝
統
工
芸
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
凧
づ
く
り
も
盛
ん

で
、
毎
年
四
月
に
開
か
れ
る
国
際
凧

上
げ
大
会
に
は
、
世
界
各
地
か
ら
多

く
の
マ
ニ
ア
や
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
山
東
半
島
の
中
心
地

　
現
在
の
灘
坊
市
は
新
興
都
市
と
し

て
発
展
し
、
山
東
半
島
中
部
地
区
の

政
治
、
経
済
、
文
化
、
科
学
技
術
の

中
心
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
産
業
は
、
農
・
水
産
業
と

工
業
で
、
農
産
物
は
麦
、
甘
し
ょ
、

綿
花
、
落
花
生
、
葉
た
ば
こ
、
果
物

な
ど
．
、
ま
た
、
水
産
物
で
は
渤
海
湾

灘
鮪

で
車
え
び
の
養
殖
が
盛
ん
で
、
農
産

物
と
併
せ
て
貿
易
輸
出
品
の
生
産
基

地
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

雛護瞳蓬」
〔鱒

~
、

　じ　

壁 　
工
業
は
、
機
械
、
電
子
、
軽
工
業
、

紡
績
、
建
材
、
化
学
工
業
な
ど
お
よ

そ
二
千
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品

を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、

電
子
、
軽
工
業
、
紡
績
な
ど
が
急
速

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
、
製

品
の
国
外
輸
出
も
毎
年
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
．
、

　
　
数
多
い
名
勝
旧
跡

　
雛
坊
市
に
は
、
名
勝
旧
跡
が
数
多

く
残
っ
て
い
て
、
中
国
文
化
の
輝
き

を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
ニ
　
ニ
つ
　
ア
ロ
　
し

　
十
笏
園
は
そ
の
一
つ
で
、
市
の
中

心
に
あ
り
、
丁
八
八
五
年
に
建
造
さ

れ
ま
し
た
。
庭
園
に
は
清
時
代
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
レ
リ
　
ざ
　
し
と
コ
　
ご
ず

っ
て
当
地
の
県
令
で
あ
っ
た
鄭
板
橋

作
の
絵
や
書
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

駝
血
●
雲
哩
匹
石
酢
は
、
階
●
唐

時
代
に
山
に
沿
っ
て
彫
刻
さ
れ
た
石

窟
で
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ

　
　
　
一
る
と
こ
ろ
で
す
．
、

灘坊市風景（中心部は面積172㎞・、人ロ36万人の大都市

・
ま
た
、
市
内
の
臨
胸

県
や
諸
城
県
で
は
、
約

】
千
万
年
前
の
占
生
物

の
化
石
（
昆
虫
、
魚
類
、

両
生
・
哺
乳
動
物
、
植

物
、
大
型
恐
竜
な
ど
）

が
か
な
り
発
見
さ
れ
ま

し
た
が
、
と
く
に
臨
胸

県
は
国
務
院
か
ら
全
国

古
生
物
化
石
の
自
然
保

護
区
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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匪
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●

市
民
課
の
窓
ロ
で
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
始
動

　
　
市
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
呵
上
を
は
か
る
た
め
・
五
十
八
年
に
コ
ン
ビ

　
ュ
ー
ク
ー
を
導
入
七
て
事
務
の
能
率
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
住
民
基

　
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し
一
本
化
す
る
「
住

　
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
一
部
が
近
く
完
成
、
五
月
中
旬
か
ら

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
で
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
に
関
す
る
諸

　
手
続
き
が
、
市
民
課
の
窓
ロ
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
課
や
関
係
各
課
の
端
末
装
置
と
結

わ
ず
ら
わ
し
さ
を
解
消
　
　
ぶ
こ
〉
三
、
、
必
要
な
事
項
を
、
ひ
り
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
正
確
に
み
な
さ
ん
に
提
供
し
よ

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
記
録
を
　
　
　
う
と
い
う
も
の
で
す
．

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
憶
さ
せ
、
市
　
　
　
現
在
、
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
に
引
！
．
越
し
て
き
た
か
た

4
賠

システム始動に向けて市民課と保険年金課に端末機を設置。
国民年金の加入届や住民票の交付などはこの機械を使います。

は
、
ま
ず
市
民
課
で
転
入
届

を
済
ま
せ
ま
す
．
．
つ
ぎ
に
保

険
年
金
課
の
国
保
係
で
国
民

健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
、

さ
ら
に
は
同
課
の
年
金
係
で

国
民
年
金
の
手
続
き
を

と
い
、
り
レ
↑
り
に
各
突
心
口
へ
足

を
運
ん
で
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
シ
ス
テ
ム
始
動
後
は
、
市

民
課
と
保
険
年
金
課
に
設
置

さ
れ
た
端
末
機
　
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
結
ば
れ
ま
す
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

の
手
続
き
は
転
入
届
と
同
時

に
市
民
課
で
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．
．

　
つ
ま
り
、
窓
口
が
市
民
課
に
一
本

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
関
係
各
課
を
回

る
手
間
が
省
か
れ
、
わ
ず
ら
わ
し
さ

が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
今
回
、
市
民
課
へ
統
合
さ
れ
る
事

務
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
脱
退
。

遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
発
行
．
、
退
職

者
医
療
該
当
者
の
認
定
な
ど

　
②
桜
山
氏
健
康
保
険
の
助
産
費
、
｝
葬

祭
費
の
支
給

　
③
国
民
年
金
の
加
入
、
取
得
、
転

出
、
喪
失
な
ど

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
務
の
う
ち
、

複
雑
な
内
容
、
相
談
な
ど
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
険
年
金
課

へ
お
こ
一
｝
／
＼
だ
ざ
、
い
、

　
1
1
月
に
は
本
庁
一
支
所

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　
ま
た
、
こ
と
し
の
レ
一
月
ま
で
に

は
、
各
支
所
（
細
島
、
岩
脇
、
美
々

津
）
に
も
端
末
機
を
設
置
し
て
本
庁

の
コ
ン
ビ
．
｛
ー
タ
ー
と
結
び
ま
す

　
し
た
が
／
．
げ
、
、
こ
れ
ま
で
は
住
民

基
本
台
帳
が
置
い
て
あ
る
所
管
の
窓

口
で
な
け
れ
ば
と
れ
な
か
っ
た
住
民

票
の
写
し
な
ど
が
、
市
内
に
登
録
し

て
あ
れ
ば
市
民
課
や
各
支
所
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
こ
で
も
と
れ
る
よ
う
に

誕ンタ

／／

　
　
　
　
　
　
凋
　
’

　
　
　
　
　
　
　
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
！

な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
所
の
異
動
手

続
き
な
ど
も
ど
こ
で
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
へ
ん
便
利
で
す
．
、

　
例
え
ば
、
美
々
津
町
に
住
ん
で
い

る
か
た
の
住
民
基
本
台
帳
は
美
々
津

支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
．
、
住
民
票

の
写
し
が
必
要
な
場
合
、
現
在
は
美

々
津
支
所
で
し
か
と
れ
ま
せ
ん
が
、

十
一
月
か
ら
は
、
美
々
津
支
所
に
か

か
わ
ら
ず
本
庁
の
市
民
課
、
細
島
・

岩
脇
支
所
　
　
と
、
ど
こ
で
で
も
と

し
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

．
オ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

は
万
全
で
す

　
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

コ
ン
ヒ
．
一
ー
タ
ー
1
1
卜
個
人
の
情
報
が

集
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
が
重
要
な
問
題
に
な
っ

て
き
ま
す
、
市
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
厳
重
な
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
．
、

　　　罰重ゼ≒こ∠

オンラインシステムの中枢、電子計算課の
コンピュータールーム

動
し
な

こ
の
ほ
か
毎
日
変
わ
る
パ
ス
ワ
ー
ド

　（

ﾃ
号
）
の
入
力
も
必
要
で
す
．
、

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
を
守
る

ガ
ー
ド
が
幾
重
に
も
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
こ

も
弱
点
が
あ
り
ま
す
．
．
め
’
．
た
に
な

い
こ
と
で
す
が
、
停
電
や
故
障
な
ど

の
場
合
で
す
．
、

　
停
甲
屯
の
と
き
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
作
動
し
ま
せ
ん
、
た
と
え
瞬
痔
の

停
電
で
も
再
始
動
ま
で
に
は
．
．
、
．
一
．

卜
分
か
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の
祭
は

毛
作
業
と
な
り
ま
す
．
．
ま
た
、
故
障

な
ど
の
な
い
よ
う
万
ム
L
を
期
し
て
い

ま
す
が
、
万
二
、
故
障
で
L
停
止
一
し
た

と
き
も
同
じ
よ
う
に
手
作
業
に
切
り

替
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
多
少
時
間
が

か
か
り
ま
す
．
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
．
．

鞠
没
欝
麩
野
曝
耀

　
一
台
の
端
末
機
で
ど
ん
な

情
報
で
も
扱
え
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
十
一
月
に
税
情
報
オ
ン
ラ

イ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

税
情
報
を
市
民
課
の
端
末
機

か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
操
作
す
る
職
員
は

あ
ら
か
じ
め
操
作
の
研
修
を

受
け
、
か
つ
、
名
前
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
職

員
が
操
作
す
る
と
き
し
か
作

い
仕
組
み
に
な
．
っ
て
い
ま
す
。

」
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市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
や
規
則
な
ど
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
し
ら
せ

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
現
在
の
職
員

給
与
な
ど
の
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

讐鰻
－
．
妾

．
度受

T3革

昭和60年4月1日現在

人件費の状況（善通会計決算）表1

分　住民基本台帳人口1歳出額　A　人件費
　　人件費率B
　　　B／A

区

％
20．5

　　　　稠
2，653，212

昭和59年度i60・ 3．31現在　…　　　千円

　　59，766人312，940，950

（注〉　人件費には、特別職の給与、報酬を含みます

職員給与費の状況《1瞬二二、表2

3　職員の平面三巴刃額汲

・び平均想到の状況』

一　般　行　政　職
区　分

@　平均給料月額平均年齢

日向市．　230，100円』38歳4月

　1早@　　　219，097円：39歳8月

表5　触員の網験年数圃、学歴罰平均給料封額の繊

区 分 経験年数10年　経験年数15年中経験年数20年

一般行政職

　　　　　　　　円　　　　　　円
大学卒　182，200　235，600

　　　　　　　　．再「　　　　円
高校卒　151，700　194，400

　　　　　円
　230，300

表6　一般行政職の等級溺職員数の状況

区 分：職員数A

　I　　　l給

給 与 二

昭和60年度4851，344蜘269，382：563，891、・，178，2684，491

1人当た

り給与費

　B／A

〔注）　1．職員手当には、退職手当は含みません
　　　2．給与費は、昭和60年度当初予算に計上された額であり、給与改善分と

　　　　　して2％を含みます

区　分 1等級．2等級　3等級　4等級 5等級 6等級 計

標準的な

E務内容
主　事 主事 一

唱題数
I　　　　　　　　　i
@95人　　　40人　　　74人　　　55入 17人 11人 292人

構成比
32．5％　．13．7％　　．25．4％　118．8％　． 5．8％　　． 3．8％ 100％

’

！注｝日向市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です

表8　学園職の報酬などの状況

区 分　給料・報酬

期 末 手 当

6月置12月期3月期 計

市

助

長

役

　　円
650．000

　　円
520．000

　　　　　　　ll｝
入役　465．000

　　　　　　　円
　　長310，000

　　　　　　　円
議長　265．000

1．4月分　1．9月分　0．5月分　3．8月分

収

奮

闘

　　円
245，000

1．4月分　1．9月分　0．5月分　3．8月分

議 員

1注i昭和60年4月1日改定

表4　職員の初任給の状況

日　向　　市 国

区 分 　　　　　採用2年経
�闖鉛C給過　日の
@　　　　給料月額

初　任 給
採用2年経

ﾟ　日　の

距ｿ月額

』大学卒 　　　円　　　　　円
撃P2，800　　125，600 107，500

円 　　　円
P18，800

一般行政職

．高校卒
　　円　　　　　　円
X6，600　1103．600 1　90，700

円 　　円
X6，600

表7　職員手当の状況

日　向　　市 国

区　　　　　　分　　　　一

@　　　　　　　期末手当　勤勉手当．：期末手当 勤勉手当

6　月　期　　　1．4月分　　　0．5月分． 1。4月分　0．5月分

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　

坙幕ﾎ勉　12　月　期　　　1．9月分　　　0．6月分 1．9月分　0．6月分

手　　当一一一一一一

@　　　3　月　期　　　0．5目分　一月分 0．一分一月分

　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　一　　　　　　一

@　　　　計　　　　　3．8月分　　　1．1月分 3．8月分　1．1月分

一τ一．＋自己都・勧一擁　　　　　一　’L

自己都合勧　　奨

@　　　　　　一
ﾅ高限度額　　67．8月分　　67．8月分． 60．0月分．62．7月分

「　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　一　　　　．

@　　　　　　　　　　　　　　：．勤続20年　　23．1月分　42．075月分
21．0月分　28．舗月分

退職手当一一一　　　…

@　　　1勤続25年．31．2125月分　　54．緊5月分 33．75月分　製，5謂分

一　　　　　一一　　一寸　　一

ﾎ続35年　　52．9375弓分　　67．8月分 47．5・月分　62．7月分

F　　　　　　一　　一　　　一　　　．　一　　　一　　一　　　　　　　　　　　　『

c暗調6，858千円122・679千・、
一一一一

黶w、、　　　　’＼、、

@　　　　＼、　　　　　　＼　　　　　　＼

注、　退職手当の1入当たり圏ド均支給額は、前年度に退職した職員に支給

　　された平均額です
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　お棚拝見・広報文芸は今回で
終了します。掲載期間中取材に
ご協力いただいたかたがたに心
からお礼を申し上げます。あり
がとうございました。
　来月号からは新企画が登場し
ます。お楽しみに！のページ

お棚拝見⑫

〈日向米つつじ〉

高砂町

曽我部正晴さん（60）

4
1
皐
醤
置
1
一
尋
～
郊

アイデアおやつ

　一高野豆腐のきな粉あえ一

平岩・秋留

金屋ケサヨさん（37）

　
米
つ
つ
じ
と
の
出
合
い
は
1
0
年
前

で
し
た
。
仕
事
先
の
家
の
庭
に
そ
れ

は
見
事
な
紀
州
米
つ
つ
じ
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
い
ま
し
た
，

　
も
と
も
と
植
物
は
好
き
な
ほ
う

で
、
松
や
寒
ラ
ン
な
ど
を
育
て
て
い

ま
し
た
か
ら
　
．
、
そ
れ
に
h
林
業
に

従
事
し
て
い
る
関
係
で
、
同
業
者
と

山
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
、
形
の

い
い
も
の
を
見
つ
け
て
は
持
ち
帰
り

ま
し
た
。
現
在
、
お
よ
そ
9
0
鉢
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
米
つ
つ
じ
は
「
さ
つ
き
」
や
「
つ
つ

じ
」
と
ち
が
っ
て
、
花
は
観
賞
し
ま
せ

ん
。
幹
と
枝
、
そ
れ
に
葉
の
3
つ
の

調
和
1
：
1
つ
ま
り
、
松
と
同
じ
よ
う

に
樹
形
の
美
し
さ
を
観
賞
し
ま
す
．
、

昼
島
1
■
1
一
塁
9
0
量
響
尋
」
鱈
騨
郊

譲
象
亨
あ
泥
か
メ
一
＝
1
⑫

　　〈材料｝人前

高野豆腐……………半丁

砂糖……………39

牛乳……………10g

片栗粉……………29

きな粉……………3g

シナモン……………少々1

　塩　　……………少々

揚　げ油……・……・・」壷宜1

㍉
、
、

　
　
＼
“

　
胤
　
　
　
L
寿

　
　
．
毎
　
ノ
．
〃

、
r
．

　
　
　
　
　
翼

啄
　
φ　
　
　
　
　
　
ひ
　
ゴ

　　

`
　
奮

～
～
煽

墜

　　

@　

@
＼
＼

ノ
　
．

義

　
　
小
さ
な
秋
芽
が
出
そ
ろ
う
1
1
月
ご
ろ

　
　
が
と
く
に
き
れ
い
で
す
ね
　
　
。

　
　
用
土
は
、
ボ
ラ
土
と
鹿
沼
土
の
2

　
　
種
類
で
、
肥
料
は
配
合
肥
料
、
液
肥

　
　
を
春
と
秋
に
適
量
与
え
て
い
ま
す
．
．

　
　
水
や
り
は
冬
は
2
、
3
日
に
1
回
、

　
夏
は
朝
夕
2
回
が
目
安
。
花
芽
は
樹

　
勢
を
弱
め
ま
す
の
で
、
摘
ん
だ
ほ
う

　
　
が
い
い
で
し
ょ
う
，

　
　
ま
た
、
1
年
間
を
通
じ
て
葉
ダ
ニ

　
　
が
よ
く
つ
い
て
葉
を
汚
く
し
ま
す
。

　
殺
虫
剤
で
2
か
月
に
1
回
ぐ
ら
い
は

　
予
防
し
て
い
ま
す
．
、

　
　
樹
形
づ
く
り
に
は
根
気
が
必
要
で

　
す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
く
つ
つ
じ
を

　
見
て
い
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
．
、

　
　
み
な
さ
ん
も
挑
戦
し
て
は
…
…
．
、

置
旧
一
皐
　
　
　
　
る
一
峯

タ電曜5＝ヨ隔

一一ママと3人で公園で砂遊び。洋服汚しぢやったけ
ど車気さ！

『
助

並掛

　高野豆腐といえば「お煮しめ」　　とだれもが

思いがち。そんなイメージをこんなアイデアで取

り去ってみませんか。

　きっと、　「アレアレこれが高野豆腐？」　　と、

ふしぎな味にびっくりされるかも……。

　勤務先の乳児園で、3時のおやつによく登場す

るアイデアメニューで・園児たちも大好き……。

ペロリとたいらげてしまいます．

　〈作り方〉

　①高野豆腐を水でもどし、きれいに洗う。

　②熱いお湯にしばらくつけ込んできれいにしぼ

り、適当な大きさに切り分け・る。

　③牛乳に砂糖を少し加え、50℃くらいまで温め

て、②を15分から20分ほど浸す。（ときどき裏返

す）

　④③を少し水けがある程度にしぼり、片栗粉を

つけて油で揚げる。

　⑤きな粉、砂糖、シナモン、塩を混ぜ合わせた

中に④を入れてあえ、でき上がり。

　〈ひとこと〉

　材料は、3歳未満の乳幼児1人分の分量です。
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発足はいつですか

年6月。交流の場をつくろう　　と、17人

つちリスクラム。

サークルのようす

場は老人福祉センター（美々津）南側。そ

れ資材を持ち寄って、みんなで建てたもの 二
野

，
6
0
が
，
道
ぞ
す
練
で

　
　
が
　
　
　
れ
で

線
2
2
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）

　練習はそこで午前9時ごろから11時半くらい

までほとんど毎日。

　「四半的」の語源　　ご存じですか？4尺5寸

（136堂つの弓に4尺5寸の矢をつがえて、4間

半（8㍍20葦’）の距離から4寸5分（138…．1）の

的を射る　　ズバリこれです。

　私たちは、甲斐五百利7段（会長）の指導の

もとに、基本をばっちりマスターしていますか

ら．ヒ達も早い…。県内で開かれる大会では、常

に上位入賞を果たしています。

　，PRをどうぞ

　余暇の有効利用を考えている美々津地区のか

た……始めてみませんか。お待ちしています。

連絡先は美々津の老人福祉センター（容58－04

92）へ．
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祝敬蓑　　o　　　　　　　　　　』■■■いペシ．
▲地引き綱に挑戦　第6回県北青年祭が、2『，お倉ケ浜濡岸で開
　かれました。

　　参加した約100人は、地引き綱こ挑戦。ヨイショのがす声で刀
　強く綱を引きました。

　　午後からは砂浜で焼き肉パーティ。たき人を函み交流を深めま
　した。

繭配．』L日鋼

7死遜弓　　　’　　・∠嗣鳳■■■圏■■■
▲花の敬老会　塩貝・奥野瑚区恒例の花の敬老会が9ヨ、同集碧セ

　ンクーで閤がれまレた。

　　招弁れた42人のお狂寄りは、ごちそうを．まうまつながら同区婦
　人部やカラスク．愛弩会が繰レり広げる歌や呈駈り．ここきげん。楽し、い

　ひと⊂きを過」まレた。

型

▲日本画をプレゼント鶴町の画家、石川雅善さん（写貞・右）が
　80号の日本画を宮本而長（左）ヘフレゼント。
　　絵は細島・商業港を繕．、た59年6月の作品で、新美術協会新入
　賞を受けたもの。
　　市長も「たいぜっな絵をありがとうございます」と、終始にこ
　やかでした。

ぐ海岸を美しく

　9≡、纒塗・徹鉾ケ濡
の黒壬の家臣這こで、コ
代悶交充事芙（売教委主
催）のメン．．て一覧0入か

温章溝掃を行＝まいた。

　参＝コ者．まピニー．袋を

卑1一　・＝≒まつプ京一．」λ
ロ　　しへ　　　　　　ロヨ　　ノユ　しノ　コ

れたコミやii⊇刀ンびと1を

熱＿．こ捨い集のてンまノ
た。

▲4月から一年生　4月から冨高小字擾に入学する
　新入生のり日入学が2月2アヨ開かれました。

　お父さん，お畳さん1こ運れられた罠．、子たちは
　／37名。校長先空や」＝級生たと）のお話を二一．：こ賀

　いてゼま＿．た。

ム
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曜

　ハーモニカおじさんレ
　ひまわり寮へ
　＼＼ハーモニカおじさん．

の愛称を持つ長崎の福島
秀治さんが13日、老人ホ

ー▲「ひまわり寮」を訪
れました。

　47年からハーモニカり

っで全国の施設を回り
続け、ひまわり寮へは5

年ぶり4回目。約り時間
こわたって自慢の演奏を
お年寄りへ披露しました。
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も
し
森
林
が
な
く
な
’
．
た
と
し
た

ら
…
．
－
い
た
る
所
で
山
崩
れ
や
洪
水

が
起
き
、
空
気
は
汚
れ
、
そ
し
て
酸

素
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

森
林
が
大
地
に
根
を
お
ろ
し
、
枝
い

っ
ぱ
い
に
葉
を
広
げ
、
呼
吸
し
て
い

る
…
…
つ
ま
り
、
生
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
も
生
き
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
っ
て
緑
の
一
番
美

し
い
季
節
　
　
．
、
国
土
緑
化
運
動
が

全
国
各
地
で
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機

ド

家
庭
で
の
同
和
教
育

　
「
．
．
士
は
親
の
鏡
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
幼
い
こ
ろ
身
に
つ
い
た
性
格

や
、
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

聯
、藻

蟄

会
に
”
緑
の
効
用
”
”
緑
の
重
要
性
”
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
、

劇
素
を
作
る

　
植
物
が
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
を
吸

っ
て
酸
素
を
吐
き
出
す
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
植
物

の
緑
が
光
合
成
（
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
て
、
水
と
炭
酸
ガ
ス
か
ら

糖
や
で
ん
ぷ
ん
な
ど
を
使
る
）
す
る

と
き
、
い
っ
し
ょ
に
で
き
た
酸
素
を

そ
れ
が
も
し
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
な
か
な
か
改
め
ら
れ
な
い
も
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
家
庭
に
お
け
る

教
育
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

　
学
校
教
育
で
子
ど
も
た
ち
は
学
習

を
深
め
て
い
き
ま
す
が
、
家
庭
教
育

で
は
、
日
々
の
生
活
を
通
し
て
の
し

つ
け
や
人
格
形
成
な
ど
幅
広
い
内
容

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
教
育
の
背
景
と
な

る
も
の
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
そ
の

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
に
吐
き
出
す
作
用
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
酸
素
に

戻
す
こ
と
は
、
植
物
に
よ
る
光
合
成

で
し
か
で
き
ま
せ
ん
．
、
で
す
か
ら
、

産
業
が
さ
か
ん
に
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
、

石
油
、
石
炭
な
ど
を
燃
や
し
て
酸
素

を
消
費
す
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た
い

ま
、
酸
素
を
作
り
出
す
”
緑
”
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
く
な
’
．
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
．
、

、
　
天
然
の

　
　
エ
ア
・
ク
リ
ー
ナ
ー

　
森
林
の
効
用
で
意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
、
空
気
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
で
す
。

は
「
同
和
問
題
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
関
係
の
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
反
省
し
、
こ
ん
こ

の
子
ど
も
の
教
育
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
い
た
ず
ら

に
わ
が
子
を
よ
い
成
績
を
と
る
こ
と

の
み
に
追
い
や
り
、
チ
ど
も
の
人
格

を
無
視
し
て
き
た
わ
た
し
自
身
こ

　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

そ
　
は
ず
カ
し
く
思
い
ま
す
．
．
同
和

問
題
が
、
市
民
一
人
一
入
に
と
っ
て

深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
と
が
少
し

わ
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
．
．
こ
ん
ご

と
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
、

人
間
が
尊
ば
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
し

み
じ
み
話
し
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
母
親
は
、
家
庭
教
育
学
級
で

　
植
物
は
葉
の
裏
面
に
あ
る
気
孔
で

呼
吸
し
ま
す
、
そ
の
と
き
、
亜
硫
酸

ガ
ス
な
ど
の
有
害
な
ガ
ス
も
い
っ
し

ょ
に
吸
い
込
み
、
葉
の
中
に
硫
黄
な

ど
の
物
質
を
蓄
え
る
性
質
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
空
気
中
の
ほ
こ
り
や

ば
い
煙
は
葉
や
幹
に
付
着
し
、
雨
が

降
る
と
地
面
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
と
く
に
、
空
気
の
汚
れ
た
都
会
や

工
場
地
帯
で
は
「
天
然
の
エ
ア
・
ク

リ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
緑
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　
　
日
常
生
活
で
の
親
の

　
　
態
度
と
し
て

　
学
校
で
、
は
じ
め
て
同
和
問
題
の

学
習
に
参
加
し
た
あ
る
お
母
さ
ん

隙
賭
硫
ら
げ
る

「
森
閑
と
し
た
…
」
と
い
う
表
現
の

同
和
問
題
を
学
習
し
て
、
同
和
問
題

が
家
庭
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ

る
こ
と
を
知
り
、
暮
ら
し
の
中
の
差

別
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
．
、

　
私
た
ち
も
、
親
と
し
て
子
ど
も
の

「
幸
せ
」
を
願
う
熱
弐
心
の
あ
ま
り
、

結
果
と
し
て
逆
に
子
ど
も
を
差
別
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
り
、
f
ど

も
の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
親
子
関
係

だ
け
で
な
く
、
夫
婦
間
で
も
、
　
「
嫁

姑
㊧
」
間
で
も
、
ま
た
、
近
所
づ
き
あ

い
に
お
い
て
も
、
お
互
い
に
人
格
を

尊
重
し
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
親
の
態
度
が
子
ど
も
の

生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
す
．
、

　
人
間
を
尊
重
す
る
こ
と
を
、
親
の

あ
る
と
お
り
、
森
林
や
木
に
覆
わ
れ

た
公
園
の
中
は
静
寂
そ
の
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
重
な
り
A
口
う
よ
う
に
生
い

茂
っ
た
木
の
葉
が
、
周
り
の
騒
音
を

さ
え
ぎ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
最
近
は
、
乗
り
物
や
工
場
か
ら
発

生
す
る
騒
音
が
公
害
の
］
つ
に
数
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
森
林
の
も
つ

防
音
の
働
き
が
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
私
た
ち
の
環
境
を
守

る
”
森
林
の
効
用
”
に
は
、
家
屋
や

農
作
物
を
強
風
や
砂
か
ら
守
る
と
い

っ
た
気
候
を
や
わ
ら
げ
る
効
用
、
洪

水
や
干
ば
つ
を
防
ぐ
効
用
、
山
崩
れ

や
雪
崩
を
防
ぐ
効
用
…
…
－
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

生
活
を
通
し
て
ご
く
自
然
に
教
え
て

い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
親
が

お
し
つ
け
や
命
令
で
子
ど
も
に
服
従

を
強
い
る
よ
う
で
は
、
よ
い
し
つ
け

方
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
家
庭
は
、
親

子
が
十
分
に
話
し
合
い
信
頼
し
あ
え

る
場
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

㊧
「
嫁
姑
」
と
い
う
言
葉
は
差
別
性

が
強
い
言
葉
で
す
が
、
適
当
な
言
葉

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
使
用
し
ま
し
た
。

　
「
嫁
」
と
い
う
の
は
、
女
は
家
に
居

る
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
、
字
が

「
嫁
」
に
な
っ
た
も
の
．
．
「
姑
」
と
い

う
の
は
、
女
を
品
物
の
よ
う
に
占
い

と
使
’
．
た
も
の
で
、
女
性
の
人
権
を

ふ
み
に
じ
る
も
の
で
す
．
、

…
…
．
凍
原
。
譲
職
く
し
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圃■■■■■■■■■■■■一電話鶴は5a2111番です
‘4月1日から

‘新年金制度スタート

現況届は早めに

　現在、経営移譲年金や農業者老齢年

金を受けているかたは、毎年3月に農

業者年金基金へ現況届をすることにな

っています。

　届け出をしないと支給がストップし

ますので注意してください。

　提出しなければならないかたは、60

年3月31日までに経営移譲・老齢年金

の裁定を受けたかたです。

　対象者には基金から直接、届け出の

用紙（はがき）が送られてくるはずで

すが、所定の手続きを済ませて3月31

日までに基金へ届くよう近くの郵便ポ

ストへ入れてください。

　くわしくは、市農業委員会（豊内線
342）へ．

　4月1日から新年金制度がスタート

しますが、この制度の最大の特徴は、

基礎年金制度を設けることにあります。

　づまり、現行の国民年金が自由業や

自営業などの人のみが強制加入者だっ

たのに対し、新制度は20歳から60歳未

満の厚生年金や共済年金、船員保険の

被保険者およびその配偶者も強制加入

することになります。

　現行の公的年金制度は、制度それぞ

れが受給要件や支給額が異なり、それ

が制度間の格差や産業構造の変化によ

る制度基盤の不安定化を生む要因にな

っています。

　「基礎年金」は、国民年金と厚生年

金などの加入者に共通する年金で、将

来年金の一元化をめざすための第一一歩

でもあるのです。

　〈手続きは…〉

　現在、厚生・共済・船員保険に加入

しているかたは、自動的に新国民年金

の被保険者を兼ねることになりますの

で手続きは不用です。

　ただし、その奥さん（被扶養配偶者）

は市保険年金課へ「第3号被保険者該

当届」を提出しなけ紀ばなりません。

　また、第3号被保険者にあてはまる

かたの保険料は、その夫の加入してい

る共済組合、社会保険事務所などが拠

出金という形で負担する仕組みになっ

ていますので保険料を納める必要はあ

りません。

　　保険料が毎月納付に

　国民年金の保険料が4月から毎月納

付（月額7，100円）にかわります。

　これは老齢年金の受給者が増加して

いるのと、年金額が物価上昇に応じて

毎年増額されるため、納めやすいよう

配慮するものです。

　年金はみなさんの保険料と国の負担

金・積立金の利息で運用されています。

中でも保険料が最も大きな柱となって

いるため、引き上げがどうしても必要

です。老後によりよい年金を受けるた

めにもご協力ください。

　なお、付加保険料は月額400円でこ

れまでとかわりません。

　納付書は前期分を4月、後期分を10

月に、それぞれ2回に分けて送付しま

す。4月30日までに一年間の保険料を

一括納入すると定額保険料で2，060円

割引かれる制度もあります。

　また、納付には便利な組合納付か口

座振替え制度をご利用ください。

　新年金制度、保険料そのほかくわし

いことについては市保険年金課（含内

線552）へおたずねください。

　　　面図などを添えて市に提出し

　　　　てください。

提出先・問い合わせ■市環境衛生課（費

内線592、593）

曝

　　受付中です
　　　　　一一特別障害者手当
　市は、4月1日からスタートする特

別障害者手当制度の対象者を受け付け

ています。

　この手当は、精神または身体に最重

度の障害があるため、日常生活で常に

特別の介護を必要とする20歳以上の在

宅しているかたを対象に支給されるも

のです．

　支給額は月額2万円，ただし所得制

限があります，

　くわしくは、市福祉事務所（智内線
568）へ。

生け垣に補助金

　市は、うるおいのある緑のまちづく

りを進めていますが、市民のみなさん

にも生け垣づくりを呼びかけています，

　そして、つぎの条件を満たす場合、

費用の一部を補助しています。

条　件■①生け垣の全部または一部

　　　　（5㍍以上）が公道に面し、

　　　総延長が10㍍以．ヒであること。

　　　②生け垣の高さは0．5㍍以上

　　　　で、植栽本数は0．9㍍につき

　　　　2本以上であること．

　　　　③樹種は、イヌツゲ、イヌマ

　　　　キ、カナメモチ、マサキなど

　・　　生け垣としてふさわしい樹木。

　　　　また、植えて5年間は伐採し

　　　　てはいけません．

補助額■生け垣1㍍あたり1，000円で2

　　　　万円が限度

手続き■交付申請書（市にあります）

　　　　に見積書、付近見取り図、平

400ミリ・成分献血にご協力を

　県赤十字血液センターは、これまで
の200ミ．1献血に加えて、新しく400㍉と

成分献血を4月1日から始めます。

　400㍉献血は、200ミ．，献血を経験され

た18歳、50｝．（体重）以上のかたが対

象で、本入の希望でできます。

　また、成分献血は、装置を使って血液

中の血小板・血しょうという成分だけ

を献血するもので、対象者の年齢・体

重は400㍉と同じです。

　いずれの献1血も日常生活や健康に差

しつかえありません。みなさんのご協

力をお願いします。

　くわしくは、同センター（君0985－

24－2275）または市福祉事務所（8内

線563）へ。

　　ご利用ください
　　　　　一一特別融資制度

　市が、市内の中小企業を対象に融資

する「中小企業特別融資制度」をご存

じでしょうか。

　利用できるのは、市内に住所のある

個人または法人企業者で、申し込みの

ときまでに市内で引き続き6か月以上

商工業（サービス業を含む）を営み、

納期が過ぎた市税を完納しているかた

に限ります。気軽に利用してください。

融資限度額■1企業250万円以内

資金使途■事業経営上必要な運転・

　　　　　設備資金
償還方法■一括または分割

保証人■2人以上（市内居住者に
　　　　　限る）

貸付利率■年6，5％

信用保証料■全額（0．75％）を市が負

　　　　　担
取扱金融機関■市内各金融機関

　くわしくは、市商工水産課（容内線
352）、商工会議所（含52－5131）また

は各金融機関へ。

鍵葉
教養講座の受講生

　市勤労青少年ホームは、教養講座の

受講生を募集しています。
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　講座は生け花、中国語、料理など9

部門で、期間は4月から9月まで。

開講式■4月4日（金）　午後7時から

　　　　同ホーム2階で。

受講料■無料（ただし材料代は自己負

　　　担）

対象■市内に居住、または通勤する

　　　　勤労青少年

締切り■4月3日まで

申し込み・問い合わせ■同ホーム（含
内線811・夜間は52－2115）

点字・手話の受講生

　市視力・聴力障害者福祉会は、61年

度点字・手話講習会の受講生を募集し

ています。

　点字講習会

開講日時■4月15日（火）の午後7時か

　　　　　ら

講習日■毎週火曜日の午後7時から

　　　　　9時まで

場　　所■市中央公民館

受講料■無料（ただし、テキスト代
　　　　1，000円が必要です）

　手話講習会

開講日時■4月13日（木）の午後7時か

　　　　　ら

講習日■毎週木曜日の午後7時から

　　　　　9時まで

場　　所■市中央公民館

受講資格■高校生以上のかたならどな

　　　　　たでもOK

広報』｢ゆう1が一1。一

受講料■無料（ただし、テキスト代
　　　　500円が必要です）

　受講ご希望のかたは、それぞれの開

講日までに市福祉事務所へ申し込んで

ください。くわしくは同事務所（a内
線568）へ。

もくせい園の園児

　財光寺比良の「もくせい園」は、園児

を募集しています。

　桑園はこ心身の発達に障害のある幼

児と母親が通園して、日常生活の自立

をはかるための通園施設です。

　くわしくは、同園（費54－2929）、

市福祉事務所（費内線568）または市

社会福祉協議会（麿52－2572）へ。

　重度障害者の日常生活用具に嬉

盲人用はかりと②体位変換器が新

しく追加されました。支給要件な1

どくわしくは障害係（費⑲568）。

ガイドヘルパー

　市は、目の不自由なかたが外出する

際、介護や代筆などの手助けをしてい

ただく「ガイドヘルパー」を2名募集し

ています。

　市内在住で福祉に理解の深いかたな

らどなたでもかまいません。

　くわしくは市福祉事務所（a内線56

8）へ。

行事案内は市政テレフォンサービス（852－2000
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　人口と世帯・61．3．1現在・

世帯数　18，667世帯　　7増

ノ・　口　59，243人　9人増

　男　　　　27．979人　　　30人減

　女31．264人39人増

　　　4月の納税

固定資産税　　　　　　 1期

完糊・一くり ｭ墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報τ炉ゆδ↑f－12一

．．ﾆ備繍館．

錨嚢響繊．＿
議．繋，蒙灘簸

大声大会に参加を

　日向地区BB

S会は、第5回

大声大会をつぎ

の要領で開きま
す。

　さわやかな春

空へ力いっぱい

叫んで日ごろの

うっぷんを晴ら
してみては…。

と

罵露
・、ソ

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す 所荏捲．出向甫美々津町中町3244

　　　　番地　（費58－0443）

夢置窪露四型薦．9：0◎～16：00、

休館日毎週月曜日、年末年始

交　　遍　0宮崎交通バス「美々津」

　　　　停留所下車徒歩5分

　　　　o国鉄日豊本線「美々津」

　　　　駅下車徒歩20分

入館料大人200円、子ども（小
　　　　中、高）100円

　　　　団体20名以上2割引

舅　d■融b

　　　　CG接種済…4月10日　時間

　　　　はいずれも13：00～14：00

対　象■60年3月生まれ

　1歳6か月児
日　時■4月17日　13：00～14：00

対　象■59年9月生まれ

　3歳児
日　時■4月4日　13：00～14：00

対　象■58年3月生まれ

　※場所はいずれも市民健康管理セン

ター（費内線595）です。母子健康手帳

も忘れずに！

　　●　弓．　　　　　　．躍

4月6日～15日　春の全国交通安全運動

　　き■3月301」（日）9：30受f寸10：00（日）

　　　　から（雨天の場合は4月6日）

ところ■櫛の山冒険の森広場

競技■小学生低学年の部、高学年の

　　　　部、中・高・一般の部の3部

　　　　門

参加料■無料

　一ヒ位入賞者には、賞状と記念メダル

が贈られます。くわしくは新名省三さ
ん（財光寺・麿54－8771）へ、

幸福壮年マラソン大会

　　　日向走ろう会と市陸上競技協会は、

　　4月13日、第10回幸福壮年マラソン大

　　会を行います。

　　　参加者は約200人で市役所前を午前

。　10時にスタートします。

　　　みなさんの温．かい声援を！

団臨；鰭馨鱗

乳幼児の健康診査

　1歳児

日　時■BCG未接種∵4月8日　B

4月の休日在宅医

6日■千代田病院（外・二心・胃腸・

　　　皮膚科）’52－7111　柳田医院

　　　（産婦人科）’52－2950　大平

　　　医院（内・・j・児科）♂52－3337

13日■二木医院（産婦・外・胃腸・放

　　　射線科）’54－4468　田中医院

　　　（内・小児科）’52一含515協

　　　和病院（精神・神経）♂b54－28

　　　06

20日■鮫島医院（整形外科）’52－81

　　　91吉森医院（内・胃腸科）♂b

　　　52－4046　永．田医院（産婦人科）

　　　4●52－3388

27日■長田医院（耳鼻・咽喉科）’52

　　　－0266　大久保医院（外・胃腸

　　　科）’52－5338　白石病院（内

　　　・放・小児・呼吸器科）’63－

　　　1365

29日圏二元医院（外・整外・胃腸科）

　　　♂）52－5488　日向内手∫長（内・小

　　　・胃腸科）852－0880　篠原医

　　　院（産婦・肛門科）’63－1059

　※当番医がかわる場合があります．

テレフォンサービス（智53－1214）で

確認を！

印
刷
／
藤
屋
写
真
印
刷
株
式
会
社

■愛のご寄付（敬称略）

　社会福祉協議会へ
　［〉兜玉キヨ子（野並）　〉荒巻達昭

（比良）　〉黒木働盛（庄手）　〉江

藤詰（北町）　［〉松木勝実（権現原）

　〉梅野福美（立縫）　〉上原猛（江

良町）　［〉大師金剛御詠歌一同代表・

芝ヨネ子（上町）　〉黒木芳雄（下原

町）　〉児玉今朝義（曙）　〉大坪ス

ミエ〔中村）　〉江藤良一一（亀崎東）

　［〉三樹カツノ　（曽根）　〉児玉茂由

（遠見）　〉黒木ユリ子（秋留）　〉黒木

庄平／曽根）　〉小西博道（平野町）

　〉安田法義（東草場）　〉黒木文子
（永江町）

　※先月号で掲載しました大村栄一郎

（別府〉は、木村栄一．一郎（別府）の誤

りでした，訂正して深くおわびいたし
ます。

　交通遺児等育英協議会へ

　〉九州牛乳輸送（株）（梶木）　〉中

村勝典（上町）　〉上原猛（江良町）

句読点
　別れの春、出会いの春、いずれ

にしても何か新しいことに出会い．

そうな季節，「広報ひゆうが」もみ

なさんとの新しい出会いを求めて

まちヘレッツゴー，カメラを手に

した男から声をかけられても、ど

うか邪険にしないでください．お

酒は強いのですが、気は弱い広報

マンですから　　一
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